
クラウドへの
データアップロード代行サービス



映画用フィルムの現像・
上映用プリント事業を
目的に株式会社極東現像所
創業。

株式会社東洋現像所に
商号変更。

株式会社IMAGICAに
商号変更。

株式会社IMAGICA Lab.に
商号変更。

テレビCM・各種コンテンツ制作等、
各種映像技術サービスを取り扱う。

創業以来、私たちは映像という最も秘匿性の高い情報資産の“最後の砦”を担ってきました。
その信頼と技術は、デジタル時代においても変わりません。





インターネット経由の転送では、
漏洩リスクに常に晒される。

一般のインターネット経由では、
テラバイト級のデータ転送には
数週間から数ヶ月を要し、
ビジネスが停滞する懸念があります。

物理デバイスの輸送手配、データ検証、
エラー対応など、管理すべき工程が多く、
担当者、IT管理者の負担が大きい



・高速・大容量転送：

・セキュアな専用回線： サービス専用回線（閉域網/AWS Direct Connect）を使用し、
パブリックインターネットを経由しないプライベート接続を実現。

1週間で約40TB～50TBのアップロードが可能。

・プロによる輸送と管理： データ格納後のデバイスはセキュリティ配送サービスにて集荷。
専門家がアップロードを代行。

・確実なデータ消去： Purgeレベルによる消去を実施。
ご要望に応じて物理破壊も対応可能。*別途、特別費用が発生します。



データが格納されたデバイスは
セキュリテ便（日本通運
プライバシーガード便）にて
集荷いたします。

届いたデバイス内のデータを、
専用のセキュアなネットワーク
を通じてアップロードします。

お客様ご指定のクラウド環境
（Amazon S3バケット等）へ
直接データを格納いたします。

★当社のAmazon S3バケットを経由することなく、お客様ご指定のAmazon S3バケットへ直接データを格納いたします。





（デバイスレンタルサービスをご提供しております）
★デバイスレンタルサービスを

ご利用の場合、③～④の間に
デバイスの予約・発送、その後、
返却という工程が発生します。

ご利⽤規約をご確認の上、お問合せフォームよりご連絡ください。

ご依頼内容に基づき、納期および費⽤を⾒積もり、ご発注いただきます。

お客様にてデータをデバイスに格納。完了後、ご連絡いただければ
セキュリティ便で集荷します。（デバイスレンタルサービスのご提供もございます。）

データの同⼀性を保証しながら、お客様指定の環境へデータをアップロードします。

完了報告レポートをお送りします。データの検収を⾏っていただき、検収書をご返送ください。

検収完了後、当⽉締めにてご請求。お⽀払いはご請求書払いとなります。









LTOへのバックアップ収録、

マイグレーション（新しい世代への移行）、
リトリーブ（データの取り出し）も
承ります。





東京都中央区銀座7-16-7

北田 匡史(Masashi Kitada)

橋本 秀三(Shuzo Hashimoto)

資料ダウンロード、お問合せ
https://www.imagicalab.co.jp/business/enterprise/imagica-cloud-connect/#sectionDL


